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1985年(昭和60年) 4月 群馬大学工学部建設工学科に文部技官として入職

【最終学歴】

1989年(平成元年) 3月 前橋市立工業短期大学土木工学専攻卒業（現:前橋工科大学）

1．自己紹介
【主な経歴】

2001年(平成13年) 4月 群馬大学工学部技術専門職員に昇任（文部科学技官）

2005年(平成17年) 7月 群馬大学桐生地区技術部機械建設工学系勤務

2013年(平成25年) 4月 群馬大学理工学系技術部情報電気部門勤務

2017年(平成29年) 4月 群馬大学理工学系技術部情報電気部門技術長（技術専門員）

2018年(平成30年) 4月 群馬大学理工学系技術部副統括技術長

2024年(令和 6年) 4月 群馬大学理工学系技術部統括技術長

2025年(令和 7年) 4月 群馬大学技術院次長

出身地：群馬県前橋市
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1．自己紹介
【研究支援】

専門分野：土木工学（コンクリート）

受賞歴：プレストレストコンクリート技術協会賞（論文部門）
平成22年5月「高炉スラグ微粉末を併用した高品質なＰＣグラウトの製造」

論文発表：17件
学会発表：22件

科学研究費（奨励研究）採択
「コンクリート工学分野における学生実験テーマの開発」

共同研究（研究分担者）：7件

【教育支援】
・コンクリート工学実験
・測量学実習
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2．群馬大学の概要
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情報学部

共同教育学部

教職員総数 2,346名（2025年5月現在）
学生総数（学部） 5,056名
学生総数（大学院）1,371名

荒牧 Campus

医学部

昭和 Campus
桐生 Campus
太田 Campus

理工学部
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教職員総数 2,346名（2025年5月現在）
学生総数（学部） 5,056名
学生総数（大学院）1,371名

荒牧Campus

昭和Campus 太田Campus

桐生Campus
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3．技術院組織について
【技術院設置までの主な経緯】
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2018年～ 技術職員組織の一元化を検討して来たが、課題も多く、前に進める事が
難しかった。

2022年3月 文部科学省の大学等における研究設備・機器の共用化のためのガイド
 ライン等の策定に関する検討会において、
「研究設備・機器の共用推進に向けたガイドライン」が策定された。

2022～2023年度 文部科学省のガイドラインを参考に、経営戦略本部企画戦略室に
て技術院設置に向けて技術院規則及び運営案について検討した。
（理工学系技術部の統括技術長、技術職員にもヒアリング等を行う）

2024年12月 技術院規則と運営案がまとまる

2025年 2月 役員会にて承認され、2025年4月1日からの設置が決定

2025年 3月 技術院設置に向けた準備（分野振り分け、次長、分野長選出 等）

2025年 4月 群馬大学技術院設置
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3．技術院組織について
【研究設備・機器の共用推進に向けたガイドラインと技術院規則】
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3．技術院組織について
技術院は、教育研究系技術職員が主体となり、本学の教育研究活動の支援、及びその環境整備に

関する個々の専門知識・技術の追究を行うとともに、他分野との技術連携等を図り、ダイナミックに
変化する社会情勢に機動性をもって対応し、本学の教育活動・研究活動・地域貢献活動の活性化及び
発展に資することを目的とする。(群馬大学技術院規則より)
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6名 8名 8名 6名 8名 9名

技術院所属:

45名
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3．技術院組織について
【各分野のミッション】

【情報・メディア分野】
情報教育および情報系サービス・全学ネットワークの充実に努め、安全で
快適なデジタル環境を提供することで、本学の教育・研究活動を支援し、
地域社会との連携強化に貢献する。

【医学基盤分野】
医学教育および医学系業務が安全かつ円滑に行われるよう、専門的な知識
と技術をもって支援業務を行い、未来の医療人の育成と地域医療の発展に
貢献する。

【生命科学分野】
生命科学研究を共に創り上げるパートナーとして専門的な知識と技術を
もって研究者と協働し、本学の研究力強化と地域の発展に貢献する。
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3．技術院組織について
【各分野のミッション】

【化学・計測分野】
科学的知識・技術をもとに共同機器の維持・管理や活用を行い、教員や研究者
と協働し本学の研究・教育活動の発展、地域共創に貢献する。

【機械・電気分野】
教育および業務が安全かつ円滑に⾏われるよう、専⾨的な知識と技術をもって
⽀援業務を⾏い、未来の技術者の育成と先生方の研究の発展に貢献する。

【環境・安全分野】
「環境・安全」分野は、大学の教育・研究が健全に継続できるよう、安全・衛
生・環境保全に関わる業務を技術的・専門的に支える中核的部門である。大学
内がより安全で健全な環境となるよう、機械・電気・化学・物理・建設など多
様な専門性をもつ技術職員が協働し、科学的根拠に基づく最適な対策を検討し、
行動する。
（また、教員との連携により「環境・安全」の知見に基づいた社会貢献を行う
と共に、将来的には全学の安全衛生に関わる組織を統合・強化する総合拠点と
しての役割を担うことも展望する。）
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（旧）理工学系技術部組織

研究教育支援環境保全支援グループ

技術長 機械センター部門

技術長       機器分析部門

技術長 情報電気部門

組織構成員数（令和６年９月１日現在）

・常勤者 ２２名 (機器分析センター職員1名含む)
・再雇用者 ２名

作業環境測定グループ
作業環境測定
グループ責任者

技術環境整備
グループ責任者

技術環境整備グループ

廃液集荷グループ
廃液集荷
グループ責任者

安全衛生
グループ責任者

安全衛生グループ

群馬大学 理工学部長

統括技術長

副統括技術長

技術職員は、４つの環境保全
支援グループに１つ以上所属
して大学の安全衛生管理や環
境保全に協力していた。
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環
境
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支
援
グ
ル
ー
プ

機械・電気分野 環境・安全分野

桐生地区技術職員数（2025年4月1日現在）

・常勤者 ２４名 (情報・メディア分野２名含む)

・再雇用者 １名

安
全
衛
生
グ
ル
ー
プ

技術院(桐生地区)

群馬大学 技術院(桐生地区)について

作
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化学・計測分野

４つの環境保全支援グループは今後
分野の業務として大学の安全衛生管
理や環境保全に協力していく。
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4．今後の課題

技術院として、技術職員組織が一元化されたが課題も多い

【喫緊の課題】
・技術専門員は現在2名のみであり、このままでは1年後に1名、2年後

は0名となる。また、技術院の活動充実のためには分野長の役割が重
要となるため、早急に技術専門員(分野長)を増やす必要がある。
この件は技術院会議に諮り、昇任基準（技術専門員・技術専門職員）
を現在検討中である。
昇任基準が決まれば、キャリアパスも明確になると思われる。

【主な課題】
・技術部時代の業務の引継ぎ

作業環境測定は環境・安全分野が中心に行うことになるが、現在のグループ
長が他分野の職員のため、グループ長業務の引継ぎが必要となる。

・技術職員の処遇改善（昇給、管理職手当の是正、等）

・業務評価について、各分野に合った評価方法の確立が必要。
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